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平成 29年度 研究計画（ホームページで公開）  Research Plan FY2017 (Post on Website) 

主たる研究テーマ 

Principal Research Subject  
ハインリヒ・フォン・クライストの小説の研究 

研究計画（400字～500字で記入すること。） Research Plan  (Approximately 100 Words) 

  

クライストの小説『ミヒャエル・コールハース』では、前半のきわめて写実的な描写に続いて、後半では、

予言を行うギプシーの老婆が登場し、主人公ミヒャエル・コールハースを援助する。コールハースが馬市で

売るために連れていた二頭の立派な馬を、新しく領主になったフォン・トロンカは虚偽の口実をかまえて抑

留し、コールハースが事実を確認するために役所に出かけている間に、この二頭の馬を酷使し、売り物にな

らなくしてしまう。コールハースは、合法的手段に訴えて、損害の賠償を受けようとするが、貴族社会のコ

ネクションによってコールハースの訴えは退けられてしまう。そこでコールハースはフェーデ（私闘）を 

おこし実力で損害の賠償を勝ち取ろうとする。しかし、フェーデは失敗に帰す。コールハースは、偶然広場

で占いを行っていたジプシーの老婆から紙切れの入ってカプセルを受け取る。この紙切れにはザクセン選帝

侯の将来の運命が記されていた。このカプセルを飲み込むことで、コールハースは選帝侯および貴族社会の

縁故主義への復讐を果たす。 

 

共同研究可能な分野 

Research Fields feasible 

for joint research  *1 

聖書 メルヘン ファンタジー 貴族社会への批判  

キーワード Keywords*2 文学 聖書学    

 


